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１ はじめに 

  昨年度、高教研数学部会研究部学習指導法研究委員会にお

いて数列の指導法の研究を行った。その際、２乗の和の公式

やｋ(ｋ+１)の和の式を模型を用いて表す授業を展開した。そ

の後のアンケートで、数列に対して興味・関心を持った生徒

が多く、中でも「他の式も模型で表すことができるのか、気

になった」という感想を書いた生徒が数名いた。その後の授

業で続きを行うことも考えたが、問題演習等に時間を割かれ、

結局行うことはできなかった。しかし、数列の模型化に興味

を示した生徒が多く、この授業を行うことで数列に対しての

興味・関心を高めることに繋がるのではないかと思った。そ

の結果として、もともと生徒たちの中に潜んでいた数列に対

する苦手意識の解消に繋がり、数列の面白さが芽生えてくれ

るであろうと感じた。 

  そこで今年度は、昨年度の研究の延長として、いろいろな

数列の和の式の模型化を試みた。 

 

２ 研究の目標 

 (1) 模型を利用して数列の和の公式を導くことにより、数列

に対しての学習意欲や興味・関心を高め、知的好奇心、根

気強く考え続ける力を養う。 

 (2) 生徒の自主的な活動を取り入れることにより、数列に対

しての苦手意識を改善する。 

 (3) 基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し、活用でき

る力を養う。 

 

３ 研究の方法および内容 

  学校設定科目の「数学探究Ⅱ」の授業を２時間利用し、数

列の式についてのアプローチを行った。今年度は、昨年度か

らの発展で、３乗の和の公式、ｋ(ｋ＋３)の和の式、ｋ(ｋ＋

５) の和の式、ｋ(ｋ＋７)の和の式の模型作りの研究を行っ

た。少人数の講座なので、３グループに分かれて行った。 

 (1)  ３乗の和の公式 
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ｋ×ｋ×ｋの立方体４個を次のように分ける。  

①  ｋ×ｋ×ｋの立方体を２個   

②  ｋ×ｋ×１の直方体を２ｋ個 

ア ｋ＝１の場合は次のようになる。 

 

 

 

 

イ ｋ＝２の場合は次のようになる。 

→  

ウ ｋ＝３の場合は次のようになる。 

→  

ア～ウを組み立てる。 

→  

→ →  

→  

結果として、４×12×３＝４×(４×３)×３の直方体が完成す

る。 　４３＋３＋２１４ ２２３３３  )( より                 
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が導き出される。 

ｋ(ｋ+３)、ｋ(ｋ+５)、ｋ(ｋ+７)の和の式の模型に関

しては、生徒が作成し、ｋ(ｋ+(奇数))で一般化できない

か、考えさせた。 

(2) ｋ(ｋ+(奇数))の和の式 

       各グループ、ｎ=２で考察した。 
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ｋ(ｋ+３)の場合、２×３×７の直方体が完成する。 
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ｋ(ｋ+５)の場合、２×３×10の直方体が完成する。 
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ｋ(ｋ+７)の場合、２×３×13の直方体が完成する。 

ｋ(ｋ+(奇数))の和の式は、ｋ(ｋ＋１)の和の式を基にし

た形となっている。 

ア 生徒の作品(グループＡ)        

     (ア) ｋ(ｋ+３)の和の式 

       グループＡはｋ(ｋ+１)の形の延長で制作した。図

１、図２のように２個の模型に階段模型２個をそれぞ

れ横に付け、残る１個の模型に階段模型２個を下に付

けた。 

   

図１                      図２ 

 

(イ) ｋ(ｋ＋５)の和の式 

           ｋ(ｋ＋３)で作成した模型にそれぞれ(ア)と同じ

ように階段模型を２個ずつ付けた。 

  

 

(ウ) ｋ(ｋ＋７)の和の式 

        ｋ(ｋ＋５)で作成した模型にそれぞれ(ア)と同じよ

うに階段模型を２個ずつ付けた。 

→  

 

グループＡは、ｋ(ｋ＋３)が完成した時点で、ｋ(ｋ

＋５)、ｋ(ｋ＋７)の和の式の模型の完成への道筋が出

来上がっていた。他のグループが試行錯誤している    

中、すぐに模型が出来上がったので、ｋ(ｋ＋２)の和の

式の模型を考えてもらった。 

(エ) ｋ(ｋ＋２)の和の式 
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最初は、ｋ(ｋ＋１)の和の模型を基に考えていたが

６個それぞれに kk と2 に分けて作成した。 

→  

ｋ(ｋ＋(偶数))の和の式に関しての一般化までは、

時間の関係上行うことができなかった。今後、時間に

余裕があれば、考えさせていきたいと思う。 

イ 生徒の作品(グループＢ) 

      (ア) ｋ(ｋ+３)の和の式 

            グループＢは、ｋ(ｋ+１)の模型３個のうち、１個

を kk と2 に分けて、(図３)、図４のように階段模

型２個をそれぞれ付けた。 

→  

図３          図４ 



 

 

 

(イ) ｋ(ｋ+５)の和の式 

         (ア)と同様に、ｋ(ｋ＋３)の模型の１個を崩して、

階段模型２個をそれぞれ付けた。 

→  

    (ウ) ｋ(ｋ＋７)の和の式 

          (イ)と同様に、ｋ(ｋ＋５)の模型の１個を崩して、

階段模型２個をそれぞれ付けた。 

→  

ウ 生徒の作品(グループＣ) 

      (ア) ｋ(ｋ＋３)の和の式 

            グループＣもグループＢと同様に、ｋ(ｋ+１)の模

型３個のうち、１個を kk と2 に分けて、階段模型２

個をそれぞれ付けた。 

→  

(イ) ｋ(ｋ＋５)の和の式 

 

(ウ) ｋ(ｋ＋７)の和の式 

 

４ まとめと今後の課題 

  今回の研究で対象になったクラスは３年生の理系であっ

た。この授業を計画した際に、受験を控えたクラスでこのよ

うな受験指導とはかけ離れたことをやってもよいものかどう

かという迷いはあった。しかし、実際行ってみると、模型を

作成している際の生徒たちの生き生きとした表情や、粘り強

く試行錯誤する姿を見て、今回の目標は達成できていると感

じた。昨年度もそうだったが、模型を用いた授業を行った後

の授業では、集中力や積極性が向上している様子が見られて

いる。 

   今回の取組で、生徒の実態に合わせて教具やグループ活動

を効果的に取り入れることが大切であることを実感した。今

後は、数列以外の分野でも、生徒に興味関心を持たせるよう

な授業内容の構築や教材研究を意欲的に行っていきたいと思

う。 
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